


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































，雇用労働者数 世帯数　　r コンゴ． l　．．うち．｢帯数　　　　不在地主
　　．Dザイール人　　1うち
｢帯数．　　不在地主　　　．、　．
8 1 1 o　　　　一
7 2 ．2　　　　　　2　． 「　．q．
6 1． ．1． 0
5 3． 2 1．　　　　．1，
．4 3　． 2 1
3 8．． ，　6 2
．2 5 3． 2　　　　　　1
1 15r ユ2　　　　　　5・ 3
0 33． 17 16










































































2． 2 1987 、n．ゑ．・ B ×
3 3 1982 n．a． A ×
．4「 0．．． 正985 1989． B．
5 0 1986． 1993 ．A’
6． 0 1982 1989 A　． ○7 1、　’ 1985 1990． ．．．` ○．
8． 0 1984． 1989 A． ○
9 0．． 1985 199写． A
10 0 1986 1992 A ○
11． 0 1982 1989 C
ユ2 o．． ユ987 ユ993　． A． Q
．〆　13 0．． ユ981、． 1991 A． ○．
14 0　．・． 1987 ・一@　1991 C （注3）15 0． ．．P980 ．1990． C．
16 0 ．1987．． 1993 C ．○
17 o 1982． 1983　． ○
18 0 1986 1987 ．B ×．
19 0． 1985． 1987・ A ○
@20． ．1 1993． 1989 ．B ○
21 4 1984． 一　　　　n．．a．　． B ・X
22 1 ．1987 n．．a． ．B X
23． ．0 1987 1993． A
24 5 n．a． n．．＝D n．、a．
25 2．． n．．a　　　r ．n．．aP n．a．
（注4）
i注の
　（出所）　筆者調査による』．．
　（注1）　「理由」1ま．土地権利取得の理由を示し，Aは村長が許可した場合，　Bは酷窩者が
　　　　．㍊回廊ρ脚響去マるなど噸金轡えず・村旧作1．．．
　（注2）　「2600dF」は村犀から2万6000フランを要求されたかどうかを示すrOは要求さ
　　　　れた者，Xは要求されなかr）た者，．空欄は不明・．無回答である。．
　．‘注3）．1993年は土地不足を理由ぴご村跡ら耕作を拒否さ縞．
　（注4）　不在地主。
．であるが1近年新焼ボト・レネ・クカミ顕在化し？つ嵐それは土製めぐる．．π、
．問題であう・．柳でば・．頓証界に？いて説脚・えた後・r限近晦・浮
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上してきた土地をめぐる問題を検討する。
　村人の認識においてド村の土地は2極類に分けられている。1すなわち「森の
土地」（Zα励めど「平原の土地」． D（E5。うθ）．である。．「森の‡地」と暗以前森林．
飾吐鞍聴したもρで・グンナを言聯「平即土地手よりも肥．
沃であう。R村田もともとサづンナと森林との境界線上に創られたが1畑の拡
「大とともに森林昧後退し，．今や村からかなり離れたマチ川沿いに．しか森は残づ
・・魁属硬わらず・肺森であ昨土盛今でも「卿土地」とレて
認識される。
瀦の区別岬擁に酔わ忌め踵要で騒．「平原叶地」灘細
ることなく．開墾し，．畑をつくることが感能だが，「森の土地」．．を利用するためた．．
　・』　　．　　　　　　　　．　　　　．．　　　．　　　　　　　　　’　．．　　．　　　　（35）．　．鮒長が許可するか脇醐合に加入．し鮒禰ならな、｝r．．㌣鉢で挙れば
その柳は原則として妨げ舳ないが1ザィ．「ル人勘合畷述ずるようにい．
くつかρ条件を満たさなげればならない．』ま準，商品化でき．る吟興「森ρキ
地」で生産された農産物のみであり，「平原の土地」における生産は自給的な目．
騨縫されて・・う・．刑一ル蝉騨1三三吐地」三三用働を舳
．につくることができ． ､が，「森の土瑚を許可なく．自ちの利益めたあに開墾す．・
る．ことはできない。．
砕しながら・先ゆたよう．・r多．くのザイ．ヅレ人が駒土地」を画して．．
キ・・サ牲齢行ややる調査騨では2名の不在雌を含む24名のブ
イ」ル焔「卿土地」．暉岬を有してい㌔鮒表に「辮キ地舷門．
．膿1罐艦；黙黙笛饗諜野巌頭
第1に細細農業労儲紗鋤き・．：村尽一定の諦山け潴が湘
環φ許可翠けて回り鮪を許され賜合回る・第礒の鯉由」ρ欄で
は・．A寧濱航る就職許可1職鞘購妙て騨・じめて捗母．
ね．5年醸経・窄ところで・鱗など蝦セこ購え．ら嫡こと・働タ．うであ
る・蘭紛ゆ入を許さや斥の結果としてキ翻意利臨めら妹場合．
もここに傘や窄r第ヨに，ザイ一花人労働者がニンゴ人女性と平田写る場合で．
干る・鄭表愈跨・群あたる・．コン妖姓と撫すれば・吻『麻
．蛸脚桝旱腔鰹禁灘錨謙謄
　　　　　　　　　　　　　　　　（37）胴時薩利一三るζとも多い・これは卵の住即中心であるバラ・ヵ㍉．
　母系制をとっており，．したがって土地への権利を直方の親族から獲得できるた．
．めで勘う・．第3に濯樺が死亡し牟り泌るい蹄無どの肋に難を
　支軸えなく．なった場合である。第6表ではGがこれにあ窄る。この際は．村が
　連帯責任を負う形で，「森め土地」の利用が許可される。これによってザイール
　人労働者1よ，「森の土地！を耕作して生産物を販黙し，界金収入を得ること炉で
　きる。
　　．このよう．に多くのザイッル人が土地に対する権利を獲得できた．のは，村の土
　地が基本的に豊富であったからである。しかし，村が開かれてから20年近く
　経った現在1状況は旧き．く変化した。噛め後背地に大きく広がっていた森は蔭．．
　とんど消失し，畑にするための土地はもはや豊富と言えなくなうて．いる。次の
　ような事例がそれを端的に示している。
　　まず，．ザイール人土地保有者に対する．2万6000CFAフラン要求の動き．であ．
　る・B樽腐しがラリ鵬が・もともとの地面で効たバテゲに対：ば’．
　年間2万gOOO．CFAフラン支払っていた事実については麗に填べたが，最近に．．
．な・て・「森の土地」に欄鮪するブイール人魂呑楓代償と㌧略由・．
　の金額を支払うよう村長から要求されている。土地を保有する全てのザ．イ「．ル
．人がそう．g腰灘卿て・画けではな．く漂郭選別的で輝・講的な
　．傾向とレてはり醇偶者炉コンゴ人である場合にな要求を免れ，パトロンが茸金
轡かマ轡rキ笹騨鯉聯｝轡を騨歪r購
　　まちこの琳の他にも・い・姻「森曲輪．の禾！用岬められ解もか
．かわ球そ嘩†分な土地が舳ことタ騨副用蜥ちれるケ7冬も出現．
して・｝る・串・：N聯・奔鶴・・1か？て自分・ミ病気にな油焼・画人
　の雇用主に十分な面倒を見てもらえなかったことを理由とレて．，1991年に「森
　の土地jの利用を認φられ，翌年まではそこで耕作を行った。しか．し筆者が調
’革実施した9蹴は論油土ゆミ妙ことを融に村長から「森の土工」
　の利用を準絶されていた。．．S，N氏のように配偶者にコンゴ人を持たず．‡地．
　利用権を与えられて間もないザイー．ル人め場合，村長の命令に対して逆らうこ．．
とはでき解獅び労嬉し㍗γ押下で幽ねばなら塾
　　484．
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’ザイール人の既得権を回すζうした勲きは・．．B村がもは縦来のよ．うな牟
地余剰の状態ではなぐな．つたことを示している。・先に述べたように．，13村にお
ける市場向けキャッサバめ生産拡大は，．移動してきた労働力を豊富な土地に投
入することによらて達成されたものであり，外延的拡大と～・う品格を持つもの．
であった。． ｵかし近年，こうした生産拡大の方向に．は明らかに限界が見えはじ
めている・坤はもは禮即応嫡綜れまでρゆ職術不変の雄では
生産の大幅な増大は望めなく．な．っている。
むすびにかえて
本稿で明らかに趣潟村嘆容融都市・・おける食糧額囎大に漏
して，キャヅサバをはじめζする碓産物の商品化を進ある方向に村が変化して
ゆく翠砺菰もともと獅住即応・め確生したB村は・騨り
直心機会に迅連に耳応し，コ．ンゴ本都市住民のさらなる移年やザイール人ρ出
稼ぎを受け入れて1．ナなわち労働力投入量の増加によって農産物の隼産増を達
卿た・これ膿難産技鞭での変化カミほ昂ど見．馳頓ま姓じ嘩出
量の面心であり．壁通な土地資源を利用した耕地の外延的拡大に基づ．くもので．
あった。．ビ　　．．　　　　‘．．　．r　．．　　．　．．　　．
　最後に，．こうし牟農村変容をp・かに評幸するかを璋べて結びとpたい。．
鮒の輸は涙退や縮小や・婚葉で川並硲な呼が喋柚．
．麟の態様棚ら解してllる講市fヒ猛り上昇は・そのまま脚嘩退や農．
細縮小を示鈍ので・脚て軌．．特にB桝よう嫌市近郊に旧す膿．
村の齢肺噛肺蝉纈郷大か牲産物商靴への都・イ・や
テ・．ﾜ鮒るの聯り・輔で示した農村変容は鉢への対応と界理解で
きる。そして；ブラザヴィル向けキャッサイミ製品が広汎な国内生産地から出荷
　　　　　　　　　　　〔39）さ脚ている状況を考えれば，．広い地填の鼻民が市場機会に対して積極的に応じ．．
．ていると言えよ．う』．．．
　七かしながら，．都市からの入植者や出稼ぎ外国人労働者を利用して急速に
キ．・・サバ生産掻乱させたという卓で冴ン唄村全体からみればB村やそ
の周辺であるマ．チの生産堅テ・は特殊であろう・これ瞭恥土地資源に・
　　　　　　　　　　　　　　皿十ア章アフリカにおける経済危機下の農村変容．485
やはり豊富に存在する労働力を投下することによって可能となつ牝外延的な生
．産拡大であり；ミン・が、1押まけr論！！こお・幽門し姓郵大めメ加
ズ呑に類するも．㊧と言える。
　　こうした生産システムが成立．した背景には，コンゴ，ザイ』ル両国の経済危
機と，それによって拍車を疾けられた両国の通貨価値の格差拡大という要因が
あ：る。深刻な不況は都市におげる雇用吸収力を収縮させ．流運イ．ンフ．うの準備
とも櫨・て・． ﾈ部単一謝地点労働市場を連画せた法的糊噺
親玉服収力醜とんど黙等し吟日，獅・・》一画大部分はイ・
フボマルセクター畷収される・ザ翻けう騨労働またそρ一環とし
て捉えら託るづきであウ1．耳村の拡大峠イシフォーマ．ルセクターの拡大渾程ζ．．．
．しτ理解すべきであろう。．ま窄長期的斥経済危機は，フラン界．フ：ランζいう．
バー．ドカレンシーによって価値を保証されたコン．ヨの通貨と、そのような保証
．を全く．ﾈな！・粥7ル鱒貨との間に藷し臨御格差姓ぜし耽．・
のマクロ経済的状況変化によって1国境に近いマチはザィ．一ル人という安価な
労働力面諭論るヒととな・福キ・・サ・ミ生産の急速な拡大はこ破酷
な労溢泌幽す・・ζで戯き批も・であ・1、．1」．．．・
　耕些の外延的準大によ．ってヤギγサづ生産を増大さやてきたB村は，本格的．
な生産増が韓藍ってから10数年が過ぎた現在，蔀機を回心つつある。かって森
林であった村落の後背卑はキャッサバ岬と休閑地の薮と「但p，外国人殖も些較
的容易だ・た．麻の土地ゆ底盤徹まもはや聯と漏て鴨一曲
に変化がない鯨で牛じたキ．◎サ一個の急速聯規土額恥急心
費消レ今度ば土地がボトルネックとして重ち現れでき允。．今後B村でぽ，こ
緯でりよ惣キやサバ生産鱒ぴ｝ま鮪できないで姉う・一
．ア・リ輝幽門でも相対的に帰命富な㌣ゴでは・．第2錦3のB村
が登場して，当面はブラザヴィルへ⑱キャッサベ供給を維持できるかも知れな
い転しかgながら．，R村が毎期間た飽和状態比達しだことに示されるように∴
食糧生産の増大が耕地の外延的拡大に依存している限り，生産増｝‡資源の食い
潰し嘩ぎず・鰻罷の根本触目灘期待留ない・今騨小即ベルで
、． 諸_業技術水準の引き上げに政策的努力が固けられう必要がある。．．．
　本稿では，．都市との運関たおいて農材変容を捉えるという観点から肩村の事
　48θ　．
難、
鑛
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例を検討し縞この観点からコンゴの農村変容について踏み込んだ議論を行う．
ためには，13村めように歴史の浅い村落の他に，伝統的な農村地帯における．近
年の変化を検討する必要がある。．そうした農村におげる調査を今後の課題どし
たい。
注．
（1）アブ．リカ諸国の都市化については多くの研究があるが，．．最近g邦文文献として例
　えば，少倉充夫「ザンビアにおける都市化の変容と羅済危機」，佐藤章「西アフリカ
噛ける都靴一　トジボワール帥ウに」・げれも41麓逸幡谷則テ繕発
．嘩上国の都靴と姻脚ア㌍轡研究所，．1995年・がある，
②．本稿で敢り．上げるのはコンゴ共和国（ブラザヴィル）の帰座である。灘酒ザイ」
．ルは、1996年5月にゴンゴ民主共和国と改称したが》本稿では混乱々避けるため全、
　て旧名のザイ戸ノレで統一した。L
（3）R6醐…p・P・正・i・educ6・g¢．Mi・i・㌻e・ed・plan・td・6・一i町C・只t・e
電鍵鱒畔警㎞野竿攣嘩紡
㈲　代表例として，．A面b　Guichaoua．「．DeStins加ysans　et　l　poli｛iques　agraires　en
afrique　centra亘巳Tbme　2コLa　llquid註tion　du．“monde．　pa夕saガ6bhgdlais，．　Pari昂
1989・L恥甲attan轡ある・．．@．．．．．・．’．
⑤．キ・・サ硫群騨る調査につし’ては試嘩阿コンゆや・．セζ瀧　．
講饗地まで」！『ア轡細田幽晦6息2研5r㌻ジ）
⑥　キャヅサバはイモ形態で砿保存がぎかないため農村部で加土された後に出荷され
．る。齊品形態としては，．平クワγグ（chlkwangue），．フフ．¢bUfou），ドヶディ
（bik6dD．の三？がある・シ四γグとはキ・・が赤潮を抽出し濾し上げた
．もρ・力瞬抜ざをしたキ・・サバを牛片に鋤．分け浦曲さ壁もの・ピケ．
．ディは水に晒して脂抜きをしたギャッ．サノミを下話めしたも㊧である』えだし，ピケ．
　ディがトラックで輸送されること．はほとんどない。
（7）武内進一，前掲論文41ベージ。．．
⑧　ヤ．チで生産されうキャッサバ製品が全てブフであるめも，慢性的に本が不足しτ．
いるために・緯上晩挙陽て糧の水を鞍ζするシ・・ングよりも’．フフ
　生産が選好されるためである。
（9）あ1ρ地弾騨1ま14107111。ミリ轡・．5尽半ば塑警ゆ諏．
　　　　　　　　　　　　　皿一7章．．アフリ．カにおけ筍経済危機下の農村変容487
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．灘．．浮
⑩　マチ川の水は十分飲料水に適する。．
ω　これは，世帯ζし七㊧意思決定を行う際に男憐が主導権を取ることが多いこと，
四面の方四分の過雄ついて詳し． q話してくれ詫ン舛…しや勉・た　．欄　・
。こw蜘橘＿蕨。。齢…軌…一騨・・．囎．
ザイール人1・1例があ．る餌で，彼らも同じ家鳴雛していた・「方・ザイー・レ．
．⑱朋．ここで・・ガ人雌と引一・レ人世帯とは感温購こ応．じて区牙山塵例．．磁　’
轟；書舗翻査融点管二rゴ欝ザ轡∵：：：』蒙
⑭・噸…緩伽・・・…渓・・現醐・・あ・・　　譲
㈲族無論餐些些鴛∵1謬奪繍海難讐；：霧　’
部族嘱ナ・訪，ザイール人・？し・・は道都のキ轡サ姻に粥ど・．雌．濁　・
編欝膿欝繰1嘉霧搬幌糠藻　・
　ジ滋ル（Dj。屋u）という県（Z6ne＞．名を挙げ牟者が多～㌔この事実は，ザイ「ル心労
儲・問に騒雌的・秘…が存臥彼らがそう騨聯慮』て
　出塚ぎ先を選択していや．ζと蓼示唆するものであるげ．
⑯・れはその・・テケ確際に以前B榔卸でいたか：らとし～．う．わけで脚’・こρ
⑳轟轟鑑職漁細細凱義蹄1鵬．．・馨　1．
・…してい酵・後・切・碑即交換率は100＝ユに下落し甑勿．．
　スフランと．め固定．レート制は維持され牝。
働・シ．ゴの協同組合翻に？いてほ．，．B・ma・dドK・1・・1・u・．　Dy・・miq・・p研・ann奪
．，t　d6・・1・PP・m・・t・u・a正・…ng・「o・ i・1984・田耳・m・tt・h／G・NguyrμTein．
ｨun鹸・・i・・1・・記§．．and　R・・al　D・vel・pm・n・i・・he　r@p…1ざ ．　R・p些li・㎡．Dthe．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　騰　　　　霰
・g雷i・de，　Ra⇒P。rt　d・1a㎞issbn己’1・ntificati・n．．N。vemb的18，1985等を参照。
⑲
⑳Serge　Treche　et　aL，　Fabrication．　de　chikwangue　au．congo，　Paris，　ORSTOMゴp．
　23．
⑳　筆者はコ．ンゴ滞在時，1993年1月～1994年1月目かけ．て，ブラザヴィルの10世帯
　を対象に食事の調査を行った。．
⑳プラザヴ・唯即キ・．・サ弊鮒する選好は儲の寧のみに起因するもので
　はなく，より文化的なものである。、例えば1米め小売価格にキャッサバ製品とほと
　．序ど変わらないにもか牟わらず，住民は多くρ場傘キャ磐サバを選好する。．住民に
その理由を尋ねるとがン蝉軍嬢持ちが悪い」ζいう回轡返・てくる・．ち・
　うど3度の食事がすべてベンでは物足り即く思う日本人が多いのと同じであろう。
’この意味で，コンゴにおいてキャヅサパは劣等財とは言えない。
㈱　R6publique　popu亘aire　du　congo，　CNSE耳，　Annuaire＿，．　p．82ざ
伽　R6pμbHque　populaire　du　congo，　CNSEE，．　Ahロuaire∴．，．　p．．132．より言卜算。．．
⑳　ザイール貨についでは，1．ドル＝0．らザイールの固定レートが1976年3月まで続い
　．たが，．その後は一貫して切り下げが緯き，特た1990年代に入ると政治的混乱を背景
　．．に通貨価値炉暴落した。．1g93年10月，1ド〃嵩700万ザイールとなった時点でデノミ
　ネー．ショソを実施し．（300万旧ザイール野1新ザイごル），．1ドル＝．3新ザイールと1
　い噺たなレートを殺定レ鵡．しかレ．逼貨鷹の下落1噺ザイール騨位が代．．
　．わった後も止む気配を見’せていない。
⑫⑳　A，（｝uichap耳a，　Destin　paysans＿，　pp．113弓正4，
．伽　この移住は自発的なものであり，政策的に進められたものではない。．．コシゴ政府
　はこれまで何度か都市住民の農村へρ移住を奨励してきたが，村での調査において，
　1』移住り動機として政府の指導を挙げたものは一人もいなかうた。
⑳　学名不明。．．召状の作物でそのまま煮て食する。　．．’．
⑳．． £ﾊは．ドラム缶などの大樽に雨水を溜め，その中に数日入れておく。
．⑳．D階ログm入り例’麦粉の袋を1．さら吐龍田の「惣門財形でイ轍
　．して，その中にぎρしりフフを詰ある。
．⑳1窄だ．し，．日雇いでフ．フ作りを行う場合はこ支払いも現金となる。こ爾空合，ドラム．
　缶一つに入るキャッサバの量が単位．となり，それだけのキ垂ジサバを掘り出して皮
　を剥き，ドラム缶た入れて水に晒すところまでの労働が750CFAブラシ；．それを細
　分して乾燥させ∫袋詰めするまでの作業が零50CFA「フランである二
．働・．シゴ蝉帯主と埆蜥有するザィマ1レ人・rも翻斎忌辮勲た・1・その
　結果はザイ．一ル人労働者の回答とあまり一致しなか．つた。．これにはい．く．つかの理由
FAO，　Food　Balance．Sheets，！984－1986　Average，．Ro山d，1991，　p．76．．
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1　　がある。まず，雇用主は労働者の通称しか知うず，．通称だけから戦本名の同定が困
　　の申告．はあまり正確でないと判断し，労働者側の申告を採用する．．ことにレた。
⑳，；雰曳憲諜灘碧無言舞謀需ご難黙認．擁
　　居・・ラクター莇・だけ甑見渡す限・…競欝で栽培されて職　馨
　　トラクターの所有者はB．村に毎週2回やらて．くるτトラックめ所有者であり，彼はザ
　　．イール人の出稼ぎ労働者を使って大規模な畑を耕作しでいる6
　㈱．‘フ7作りに向けられる苦種のキャッ．サバに関しては，この地域には主として3種
　鮒　協同組合への加入には村長ρ乱酒が必要であ．り，またこれに加入すれば自動的に
　　　「森の≠地」｝こ対する権利を獲得できる浄ら，「村環の許訂」乏．「協同組合への加
　　λ」とは事実上同義である』B村の人々が元々の地権者であったバテケに対して，
　　・村の協同組合の活動を理由に二代の支払いを拒否したことは既に述べた。協同組合
　　は実際の繍油壷という廊はカ1？て峠漁ど鞍詞曲辮な触たレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒸
　　現在峠全く意味を失6ている。しかし，それば現在もなお，「森の土地」における土
　　地保有を許可する基準として，すなわち村人を正規の成員と出稼ぎ労働者とに選別
　　する．基準として，B村の人々に認知されている。それは現在，いわば村落共同体の
　　象賦してρ麟を抽τいると静よう・．．．．．．．・．．　　｝．
　爾　策6表には2略が記載されているが，うち1名（恥ユのは後述するように調査時
　　には土地利用権を剥奪されて．いた。
⑳村曝吻ニル人品を鄭面出シゴ娚鯵6．名・コ軍人蜷腰セ礎つ．～・
　　．ザイラレ人男性が7名曲．この暫土地に対する翻陣しτ肱い曝ザ賑
　　イール人の男性と結婚．しだコンゴ人女性の娘（パテpは母系制のだめ，：彼女鉢評ン
　　・ゴ人と見斥『樋）．酬7ンレ岬性と【騨係になって創る搬ρユ幽うで
　　あった。
　．㈹土地に対する需要は逼迫レつつあるが，まだ土地取り引きが常態化する季うな状．　涌
　　況ではな・～・．B村㍑馳韓の経験を持つ村層酩か1’るがヰ地“孟キ・・．サ
　　バが植え付けられた状態で売買され，．その価格は植え付けられたキをッ．サバを販売　　護．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な’　したときに得られるであろう価格水準にほぼ等しかづた。これは渉土地の取り引き
・・・…そ・謝確・・購・売・・脚…あ…
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蜘。初」・ル以上も湿た鰍からも遥らキ。疲バ製品虎弁。，、レ
向けに出回れて喝（武内・rr写のキ・。サバ流通＿」）．．．
㈲ミ．ソトの除繰け・論」につ・・燃例嵐E…．．r開発途上国の緯
．鞠木村渡辺共訊．鮮経蹄鮒4981年，など鯵照の・と．マチで生じた
キャ》サバ蛙の急増は・郷（都市）で発生し鮪効蔽鮒応し，差働代（蔀
市へのアクセス瀕好で・かつ髄な蝿資源）を回する・とで猷された．と、．
殖でミント．聯の麹み髄合する．マチの生産鰍過程では，． dなザイー、レ
人出騨労鋤の存在撒定的婬難鱒・ており．め点は別の文脈輪じな
け綴ならなや・ザイールと嘱蹴近いマチは，上記の土地蘇に臓て．朋近在
．撫町儲す破価な労働とい．う・ン陸糊し批翫よ．う。
、
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